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 　・区民の幸福を可視化し、データドリブンで政策を決定
　　 し、改善する
 　・ふるさと納税の寄付を政策への住民投票として利用　

でンォフトーマスをき続手いなの要必るあで面対や紙・ 　
　　 完結できるようにする
 　・AIによる政策アシスタントを採用

 　　・新空港線（蒲蒲線）よりも必要なものがある

 　　・英語で授業を行う学校を作る
 　　・小学校でスクラムを教える

 　　・育児の経済的支援も負担のサポートも必要
 　　・さらに出産することへの恐怖感、育児をすることの
　　　罪悪感をなくさないと子供は増えない
 　　・保育士や介護士等のエッセンシャルワーカーの
            待遇改善と確保 https://masao-kunii.jp
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開 票 日 令和5年４月24日（月）

期日前投票 令和5年４月22日（土）まで
場　　　所 大田区役所本庁舎・各特別出張所

投票時間 午前7時から午後8時まで
投 票 日 令和5年４月23日（日）
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開 票 日 令和5年４月24日（月）

投票時間 午前７時から午後８時まで
投 票 日 令和5年４月23日（日）
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●略歴
一般社団法人 日本民間防衛連合会代表理事　　元大田区議会議員（二期８年）
防災アナリスト　（テレビ・新聞・週刊誌解説）東京消防庁OB
 日常的な防災防犯及び外国からの侵攻などで、地域住民や学校、高齢者施設、障害者施設、　
幼稚園保育園、企業などの非常時の専門的な誘導者による安全避難誘導を行なう。
著書 『やっちゃあならねぇ防災対策1～19条 近代消防ブックレット』

昭和のおっさん　弱者を守る！

高齢者 障がい者 子ども食堂  母子家庭 ヤングケアラー を守る！

元大田区議会議員（二期８年）防災アナリスト（テレビ・新聞・週刊誌解説）
東京消防庁ＯＢ

1.区民への日常的弱者安全対策
①今一度町内会組織、新たなる弱者支援組織の構築を！日常のいたわりが大切。

②災害時は、専門的避難誘導集団の組織構築！　例：日本民間防衛連合会　避難誘導集団

2．松原区長提案「蒲蒲線」実現へ新たなる提案
大規模災害時、ウクライナのような軍事侵攻時に即避難できる日本で初めてのシェルター

化した地下鉄線を！

3．羽田イノベーションセンター隣接地公園内に区民の心と体を癒
す東京で二か所目の「道の駅　羽田宿」大規模温泉施設兼広域避難
場所を提案！

4.羽田空港は、大田区民の大切な仕事場ではありませんか！
現従業員５万７千人（大田区１万８千人　横浜市９千８００人　川崎市５千人　品川区２
千４００人）根っからの大田区民従業員は少ない！より以上の就業者確保は大田区議会の
役目だと思います！

5.子供食堂へ支援活動！
全国子供食堂は7.331か所大田区は31箇所（令和4年1月末現在）

大田区政への提案
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大田区民の医療費削減 
　　　　　健康保険料値下げ！ 

教育 

～年齢に関係なく正しい情報を得られる大田区へ～ 
・未来を拓く子どもの教育 
　偏差値重視の管理教育から、自ら考え自ら学ぶ力を育てる教育へ移行します。 
　登校に困難を感じるお子さん、アスペルガーやADHDなどの理解されにくい 
　特性を否定しないフリースクール等、多様な教育環境の整備を推進します。 

・大人の教育 
　みんなで地域課題をとらえ、解決方法を考えるミーティングを定期開催します。 

投票したい政党がないから 
自分たちでゼロからつくる 

すえよしたつみ 
選挙ドットコム 

＜プロフィール＞ 
1981年5月生まれ／鹿児島県出身／大田区東糀谷在住 

 
高校2年生の時に発症した難病クローン病を克服し、身体障害者手帳を返納した経験から、 
「治療から予防への新時代を切り拓く」をスローガンとして日本社会に「自分の身体は 
自分で守る。自分の病気は自分で治す」という文化を創るために活動中。 

 

～普段の生活で健康を維持できる大田区へ～ 

・大田区の学校給食にオーガニックの米や野菜の使用を推進します。 
　栄養価の高い食材で作る学校給食で、健康な心と身体をつくります。 

・30歳以上を対象とした健康祝い金制度の導入を目指します。 
　医療費は年々増加しており、消費税率引き上げの原因にもなっています。 
　（令和5年度の大田区民1人あたりの医療費は、令和元年度比で約1.2倍増）　 
　そこで、医療費を使っていない人に対してお祝い金を支払うことを提案します。 

 
 

～区民が安心して暮らせる大田区へ～ 
・外国資本による土地や企業の買収を阻止します。 
　学校でも商店街と町工場の歴史や重要性を伝えて、後継者問題の解消、 
　大田区内での好循環を創出します。 
・大田区内の商店街、町工場、小規模事業者に特化したトークンやポイント 
　制度を導入します。 

地域の 
まもり 
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